
DRS-102 取り付け説明書

本製品には重量のある部品が入っています。本体の組立て、壁面への設置は必ず 2人以上で行って下さい。

・石膏ボードのみの壁面。
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付属の部品一覧

本体を組み立てる際の部品

a. ガラス棚板…2枚

d. アルミサポート ( 短 )…1個

g. 支柱パイプヘッド…2個
※支柱パイプに付いていることがあります

j. 壁面プレート…1個 k. 上部止め用ボルト…2個 l. 六角レンチ…1個

o. アンカーボルト ( 長 )…4個

m.M6×30 ボルト…7個 n. 壁側ボルト用ワッシャー ( 厚さ 2.0mm)…7 個

アンカーボルト ( 短 )…4個
※石膏ボード専用のため使用しません

石膏ボードアンカー…4個
※石膏ボード専用のため使用しません

p. コンクリートアンカー…4個 q. 壁面ボルト用ワッシャー…4個

h. 支柱パイプ底ネジ…2個
※支柱パイプに付いていることがあります

i. 支柱パイプ…2本

e. サポートカバー…2個
※k. 上部止め用ボルトを使用する
　カバーはネジ穴に窪みがあります

f. プラスチックカバー…4個

b. アルミサポート (250mm)…1 個 c. アルミサポート (220mm)…1 個

壁に設置する際に使用するネジ類

使用しないネジ類

※壁の種類や状態によって合わない場合別途ホームセンター等で適切なネジ類をご用意ください。

※金具・部品の仕様や形状は実際とは多少異なる場合がございます。
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・本製品には重量のある部品が入っています。本体の組立て、壁面への設置は必ず 2人以上で行って下さい。
・組立ては柔らかい布などを敷いて、その上で行ってください。
・ガラス棚板などは手でしっかり押さえながら組み立ててください。

【本体を組立てる】

上記図の①→②の順序で部品の順番、向きに注意しながら組立てを行って下さい。
一気に組立てようとすると部品がぐらついて、部品同士がぶつかり破損の恐れがあり大変危険です。
右図のように部品を寝かせた状態の方が組立てがしやすいです。
組立て詳細については下記を参考にして組み立ててください。
※c,b は長さが異なりますので組立ての際ご注意下さい。
※eは下記図の様なネジ穴が開いている方が壁側プレートに取り付ける部品になります。組立ての際はご注意下さい。

【取り付け手順①】
支柱パイプヘッド (g) を支柱パイプ (i) に取り付けます。サポートカバー (e)、アルミサポート (c)、プラスチックカバー (f)、
ガラス棚板 (a)、プラスチックカバー (f) の順に支柱パイプに差し込んでいきます。作業の最中で部品がぐらつかないように
しっかり押さえながら作業をしてください。またサポートカバー (e) のネジ穴の向きに注意してください。

【取り付け手順②】
支柱パイプ (i) にプラスチックカバー (f)、アルミサポート (b)、プラスチックカバー (f)、ガラス棚板 (a)、
プラスチックカバー (f)、アルミサポート短 (d)、サポートカバー (e) を差し込み、最後に支柱パイプ底ネジ (h) を
六角レンチ (l) でしっかり締め付けます。締め付けた後、差し込んだ部品がしっかり固定出来ているか確認をして下さい。
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・壁面の種類に応じて適切なボルトを使用してください。付属のボルトでは取り付けが困難な場合、
   別途適切なボルト類をご用意下さい。
・本製品は石膏ボードのみへのお取り付けは出来ません。無理に取り付けた場合、商品の落下や怪我の恐れがあります。
・コンクリートへの取り付けは、個人では大変難しい作業となります。コンクリートへの取り付けは専門の内装業者や
   電設業者様による設置工事をお勧め致します。またコンクリートに限らず間柱や石膏ボードへの取り付けも
   ご自身での取り付けが不安であれば業者へ工事の依頼を行ってください。
・個人でお取り付けになる場合は落下の危険が無いよう万全の注意を払い自己責任でお取り付けください。

※壁側プレートは最後に本体と引っかける突起のある方が上になります。
　壁側に取り付ける際は上下の向きにご注意下さい。

補強壁への取り付け
補強板

n
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コンクリート壁への取り付け
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補強壁への設置の場合
補強している壁の取り付けたい位置に壁側プレートを合わせ、
ペン等で開いている穴 7点に印を付けます。

印を付けた場所に適切な幅・深さでドリルで下穴を開けます。
下穴を開けたらボルトとワッシャーを使用し、しっかりと壁面プ
レートを固定してください。

※間柱へのお取り付けの場合は間柱 2本の間に補強板を取り付ける
等をしてその間に設置をして下さい。
その際柱の強い部分へ補強板を取り付けてください。
また、石膏ボードの壁のみなど下地のない場所にはボルト止めは
絶対行わないでください。

※イラストはイメージです

コンクリート壁への設置の場合
コンクリート部の取り付けたい位置に壁面プレートを合わせ、
ペン等で上下に開いている穴 4点に印を付けます。

印を付けた場所に適切な幅・深さでドリルで下穴を開けます。
下穴を開けたらコンクリートアンカーを入れ、
ボルトとワッシャーを使用し、しっかりと壁面プレートを固定
してください。

※イラストはイメージです
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P3 で組立てた本体を壁面プレート (j) に取り付けます。
右図を参考に壁面プレートと本体の上部の各 2点のネジ穴を合わせて
上部止め用ボルト (k) でしっかり固定してください。

※図では壁面を省いています。

支柱正面にある丸い穴は各種コードを通します。
使用しない場合、付属の丸キャップで塞いでください。

・本製品には重量がありますので必ず 2人以上で設置をして下さい。
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